
日 時：2021年1月9日（土） 字幕付き
第1部 10時30分～（10時00分開場）／第2部 14時00分～（13時30分開場）

会 場：浦和コミュニティセンター第15集会室（さいたま市浦和区東高砂町11-1 9階）

チ ケ ッ ト ：大人 1 , 0 0 0円 （ 中 学生 以 上 ） 小学生 5 0 0円 未就学児 無料
主 催：埼玉聴覚障害者福祉会後援会・県南地域連絡員
お問い合わせ先：埼玉聴覚障害者福祉会後援会事務局 kouenkai2014@donguri.or.jp

■お願い■
・新型コロナウイルス感染症の感染状況に
よっては、中止とさせていただく場合が
ございます。

・ご来館の際は、マスク着用をお願い
します。

・手洗い・手指消毒・咳エチケットの
徹底をお願いします。

・風邪の症状や体調不良を感じる場合
はご来館をお控えください。



2011年 3月11日
障害者の状況と支援者の活動を描く劇映画
「星に語りて～Starry Sky～」

舞台の一つは、岩手県陸前高田市。高台にある共同作業所「あおぎり」では、津
波の直接的な被害は免れたものの、仲間の一人を失って落胆する利用者たちを女性
所長が励ましながら、一日も早く障害のある人が日常を取り戻せるように一歩を踏
み出そうとしていた。また全国障害者ネットワークでは、東京、秋田、岩手、福岡
など全国のグループが連携して支援活動を始めようとしていた。そんな矢先、「障
害者が消えた」という情報が入ってきた。多くの避難所をまわっても、障害のある
人の姿がほとんど見当たらないというのだ。
一方、福島第一原子力発電所事故によって避難を余儀なくされた地域の一つ、南

相馬市では、避難できずに取り残されている障害のある人の存在を知った共同作業
所「クロスロードハウス」の代表らが、自らの手で調査に踏み切ろうとしていた。
しかし、各地の障害のある人の安否確認を進める中で、彼らに立ちはだかる障壁が
あった。それは、個人情報保護法によって開示されない、障害のある人の情報だっ
た。法律によって守られる人権と、一刻を争う人命救助との狭間で苦しむ支援者た
ち。全国障害者ネットワークでは、この障壁を打ち破る手立てを模索していた。

2021年1月9日 土

第1部 10:30～12:30（10:00開場）

第2部 14:00～16:00（13:30開場）

浦和コミュニティセンター第15集会室

さいたま市浦和区東高砂町11-1 9階

大人(中学生以上) 

小学生
未就学児

１，０００円
５００円

無 料

日時 上映会場

チケット代

チケット購入方法（当日発売はございません）

主催：埼玉聴覚障害者福祉会後援会・県南地域連絡員

土・日・祝日及び雨天時等は混雑する場合が
ございます。ご来場の際は公共交通機関のご
利用にご協力ください。

QRコード読取で
お申し込みできます！

お問い合わせはこちらへお願いいたします。
受付時間：平日9時から17時。土・日・祝日はお休みをいただいております。

kouenkai2014@donguri.or.jp
(埼玉聴覚障害者福祉会後援会事務局)
なお、上映会当日は上記アドレスにご連絡いただいても、対応に応じることはでき
ませんので、予めご了承ください。

字幕付き

①グーグルフォームにて、申し込む。 ⇒⇒⇒
②後援会連絡員から直接購入。
③法人各事業所から直接購入。
④FAX 049-276-5315
⑤メール kouenkai2014@donguri.or.jp
※⓵④⑤の方は、当日受付にて代金と引換で
チケットをお渡しします。

※定員になり次第、締め切らせていただきます。


